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2025年２月１4日 有楽町朝日ホール

主 催 ： 社会福祉法人浴風会 認知症介護研究・研修東京センター

共 催 ： 一般社団法人 日本認知症本人ワーキンググループ



認知症ではない人は、認知症とともに生きるとは

ど う い う こ と か 本 当 に は 知 り え な い 。

私 た ち は 生 き た 経 験 の 専 門 家 で あ る 。

ケ イ ト ・ ス ワ フ ァ ー



◆ 13:00  開会

主催者あいさつ  社会福祉法人浴風会 会長 江利川 毅

来賓あいさつ  厚生労働省老健局

◆13:15 第1部 基調講演 p.3

「認知症施策の推進に向けた当事者参画の国際的な動向とこれからの展望」

ケイト ・スワファー （通訳）寺田真理子

 14:15～14：30 休 憩  ＊動画を上映（国内の認知症当事者の発信と参画のリアル）

◆ 14:30 第2部 トークセッション  p.59

 当事者参画を拡充していくために必要なことは何か？

 ～ 当事者同士の国際ネットワークへの期待も含めて ～

  ○ケイト・スワファー（オーストラリア在住、国際認知症同盟 共同設立者）

  ○丹野 智文 （宮城県仙台市、認知症本人大使「希望大使」、みやぎ認知症応援大使）

  ○藤田 和子 （鳥取県鳥取市、認知症本人大使「希望大使」、鳥取市認知症本人大使「希望大使」）

  ○山中 しのぶ（高知県南国市、高知家希望大使）

  ～ アジアの本人からのメッセージの紹介～ ＊p.53 をご参照下さい

  ＜フロアからリレーメッセージ：当事者参画や当事者のつながりの大切さ等＞  p.62

 ○春原 治子 （長野県上田市、認知症本人大使「希望大使」）

  ○戸上 守 （大分県豊後大野市、認知症本人大使「希望大使」、大分県希望大使）

  ○福田 人志 （長崎県佐世保市、県内外で当事者活動）

  ○平 みき （茨城県石岡市、県内外で当事者活動）

  ○片桐 亨  （北海道恵庭市、市内外で当事者活動）

  ○神原 繁行 （秋田県横手市、あきたオレンジ大使）

  ○柿下 秋男 （東京都品川区、認知症本人大使「希望大使」）

◆15:45 まとめ ・ 謝 辞

 認知症介護研究・研修東京センター センター長 粟田 主一

◆16:00 閉会 ＊アンケートの記入にご協力をお願いします。

 

  ＊当日、 進行や内容に一部変更が生じることがありますことを、ご了承願います。

 ＊巻末の参考資料（p.71～）も、どうぞご覧ください。

国内外の認知症当事者がバトンをつなぐ

希望のリレー 国際フォーラム 2 0 2 5

～認知症当事者の声とチカラ、つながりを活かして、共生社会の推進を～

プログラム
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こ の フ ォ ー ラ ム の 趣 旨

◆ 日本国内では、それがもはや理想ではなく、さまざまな人たちの息の長い試行錯誤の

積上げを通じて、現実のものとなりつつあります ＊。

◆ そして、現実にある課題や格差をなくし、どこで暮らしていても、尊厳と希望のある暮ら

しの実現が図られるように、 2023年6月に基本的人権を理念の筆頭に掲げた「共

生社会の実現を推進するための 認知症基本法」が成立し、2024年1月から施行さ

れ、 2024年12月には「認知症施策推進基本計画」が閣議決定されました。

◆ 今、私たちは、相互に人格と個性を尊重しつつ支え合いながら共生する活力ある

共生社会を実質的に築いていくための、大切な転換点に立っています。

◆ 共生社会の実現になくてはならないのが、認知症とともに生きている本人の発信と

参画です。今回のフォーラムでは、その世界的な牽引役であるケイト・スワファーと国

内の本人が、希望と尊厳を持って生きる自らのチャレンジと社会への期待について

語りあいます。

◆ 認知症とともに生きる希望と知恵を本人から本人へ、そして本人から同時代を生きる

すべての人たちにつなぐ「希望のリレー」を、立場や職種を超えて、一人ひとりが着実

に広げ、共生社会をともに創り、育てていきましょう。

    今回のフォーラムが、みなさまお一人一人のこれからの暮らし、活動、仕事、営みが、

よりよい方向に向けて進んでいくための契機となりますように。

2025年2月

社会福祉法人浴風会 認知症介護研究・研修東京センター

このフォーラムは、令和6年度厚生労働省老人保健事業推進費等補助金「共生社会の推進のための認

知症の本人参画に関する国際ネットワーク構築に向けた調査研究」の一環として開催します。

＊ 「認知症地域支援推進員 活動情報集【地域共生編】」認知症介護研究・研修東京センター

（2022年度厚生労働省 老人保健事業推進費等補助金老人保健健康増進等事業）

   DC net  認知症地域支援推進員

＜認知症になってからも自分らしく、希望をもって地域で共に生きる＞

２



第1部 基調講演

認知症施策の推進に向けた当事者参画の

国際的な動向とこれからの展望

ケイト ・スワファー
（通訳）寺田真理子

３



４

ケイト・スワファー Kate Swaffer

プロフィール

オーストラリア在住、65歳。

• 認知症病棟の看護師、オーナーシェフなど多彩な職歴をもつ。

• 2008年、49歳で若年性認知症と診断された。

• 診断後、認知症当事者による権利擁護活動を開始。

• 2014年に認知症と確定診断された当事者のみが運営する国際認知症同盟

（ Dementia  Alliance International ：DAI）を共同設立、議長として活躍。

• 若年性認知症と診断されてから 16 年間、認知症で死ぬのをただ待つのではなく、

前向きに認知症と付き合っていこうと努力してきました。

• 認知症が「障害」としてサポートされること、そして世界中で認知症を抱えて暮らす 

5,700 万人以上の人々のリハビリテーションを求める運動を精力的に行ってきまし

た。

• 国連や世界保健機関（WHO）で複数の声明や講演を行っており、認知症当事者とし

て初めてWHOの招待講演者となり、認知症当事者の権利を訴えました。

• 認知症とともに生きる他の人々が、認知症とともにより前向きに生きることができるよ

うにするための活動は、オーストラリア、ニュージーランド、英国、日本、シンガポール、

台湾、インドネシア、カナダ、ヨーロッパ、米国を含む国々での権利擁護や政策に組み

込まれるようになってきています。

• National Australia Day Council（オーストラリア政府の非営利の社会的企業。

オーストラリアンオブザイヤー賞とオーストラリアデーの全国調整機関・評議会）の

アンバサダー（大使）。

• オーストラリアのStep Up For Dementia Research（認知症研究の発展を目指し

た組織）のアンバサダー（大使）も務めています。

• 現在、研究者、コンサルタント、著述家。南オーストラリア大学の博士課程に在籍中。



「認知症を乗り越えて生きる

  “断絶処方”と闘い、日常生活を取り戻そう」

著者 ケイト・スワファー ／ 翻訳者 寺田 真理子

クリエイツかもがわ、2017

受賞歴 等

５

著 書

ケイト・スワファーは、認知症に関する取組みが評価され、数々の受賞歴
がある活動家です。

◆ 2017年 SAオーストラリアン・オブ・ザ・イヤー

◆ 2018年 グローバル・リーダー、オーストラリアで影響力のある女性100人

Kate Swaffer

オーストラリア国立美術館AOTY展
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• 何  き い だから 診断  意味が い

–間違い

•     通常 老化    あ –間違い

• 私たち 「消え去りつつあり」「  やそこ い

 い」–間違い

• 私たち あ たたち  ミュニケ ショ が れ

 い–間違い

• 私たちが何か少し  覚え い  ら     

 ずが い–間違い

• 私たち 見え い障害 あまり  うま 対応 

き い  だから     ずが い –間違い

• 私たち 痛み 感じ い–間違い

• 私たち 話したり機能したり き い –間違い

• 私たち         向き 生き こ  

 き い –間違い @KateSwaffer
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私の権利侵害
権利侵害                        
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                                            ミ   
り           そ ケ       た                  れた  
              し   した                          
                  間     れた 

                         れ      いた     うち   が   
 し           や         り  た      が   れ しい    
                             が   れたが こ             れ  らず 
 しいこ        れ い い 

            障害  ミュニ  から                     い
う       し これ                が  し い    あ  

2000: DASNI was 
Founded 

           

The Dementia Advocacy and Support Network International (DASNI) was opened on the Yahoo website 
on 8 November 2000 by Lorraine Smith , for people with early-stage dementia and their care partners. She 
registered it as a non-profit organisation in Montana. Its first annual meeting was held on 6 October 2000, 
during the Heartland Memory Walk in Kansas. 

The second annual meeting was held in Montana in June 2001, and 12 of the then 82 members attended in 
person, while others kept in touch by email and in chat. DASN International was formed and a new website 
www.DASNInternational.org was developed, although this is no longer active, and sadly has not been 
archived.

DASNI members borrowed the motto, ‘Nothing about us without us’ from the disability community, and 
this is one most other dementia advocates have adopted. 
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なぜ、権利擁護者は互い
の主張を繰り返し続けな
ければならないのか？
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権利擁護者 な   者    い   
 、  な               
 な は       はな  いない  
•          ー  経験   ば    ケア

パート ー  緒            他     

   接         話       高    

    自信  つ        や       

     得    

• 私 ち 世界        増や べ 努     

      声 重要            指導  

講   役割 力         ト       

ば     

•    能力 変化や     徐  終末 向    

 病気        重要    

•    協力  活動 極  重要    サ ロ化（ ステ

ムや     独立  存在  互  分      状態） 

     べ       弱 化   可能性    

• 資金 限             員      合

 ば 積極           競争        

  性 公 性
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リエ ブ メ ト* よ 生き ための戦略
:私の人生のオリ ピッ 

• 本  意思 尊重  

•  き いこ      まだ き
 こ  焦点    

• 後天  障害 し    対応 
 

•  嘆 喪失    セ  グ

•       ショ 例

• 言語  

•  業  

• 週6   動

•  動生理学

• 理学  

• 神経理学  

• 栄養 

@KateSwaffer

•  動  能    う     

•          ョ 

•           理学   

        間      

    動       グ  

               

•  ミュニケ ショ    セ 

              

• 障害 セ       

•                    

例               

り        ミ     

 れた      

 尊   ち がら  生     き  う
生      た     能     
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•         診断 対   り 対応 れ い い 嘆    り   や   グ 
 対   り      対応し い    が生じ  

•        じだが        動 み  れ い  

•               からだ     いつ       れ 感じ いた 

•              や   れ い      が  か しれ い 

•                  ずし    が       また        
      い      嘆が      れ い い 能 があ   

•                          が   あ こ が い 

•                                化      あ 
 能 があ   

•                     あ が そ           あ   

•               動障害                       
 覚  り        神神経       い  
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◇ 韓国の本人からのメッセージ
 ＊参考動画の紹介

◇ 台湾の本人からのメッセージ

◇ 他の国の本人からのメッセージ
 ＊交流のある日本の本人から会場でお伝えします。

５１

アジアの本人からのメッセージ



■イ・キボムさん（韓国在住、男性、63歳）

こんにちは、私は仁川広域市に住んでいる今年63歳のイ・ギボムです。

元々、仁川市で40年近く公務員生活をした後、定年退職しました。

現在、時々、記憶力が曖昧になり、おかしいという感じ、病院に行って検査した結果、多くの

脳細胞が死んでいるという診断を受けました。

  最初はショックを受けましたが...別に記憶力が少し衰えていること以外は...社会生活には

大きな支障もないので、あまり気にしないことにしました。どうせ歳をとれば、人は少しずつ老

いていくんだから、楽に考えながら生きよう、そう思えば別に不便なこともないし、もう歳をとっ

たら隣の人が助けてくれることも当たり前だから、当然と思って、楽に生きよう、そう思って生き

ています。

そして、まあ.... 薬を飲まなければならないわけでもなく、病院では、まあ...治療方法がない

という話もありますが...忘れるのも一つの方法なので、気楽な気持ちで生きていこうと思って

います。

友達と...同じような友達もたくさんいるので、お互いに理解し合いながら、そうやって笑って

生きていこうと思っています。泣いても治らない病気じゃないですか？

そんなもの...みんな笑って生きましょう。気楽に。

☆翻訳：明治学院大学 社会学部 社会福祉学科 金 圓景 准教授

■カン・ジュヨンさん（女性、64歳）

こんにちは。私は韓国に住んでいる64歳のカン・ジュヨンです。

私は英語教師として30年間勤務し、2年前にアルツハイマーと診断され、今は認知症克服

希望大使として参加しています。周りの人は、認知症があるのにどうやって生きていくのかと

言いますが、私はよくできると思い、一生懸命今まで頑張って生きています。

だから、映像を見る多くの人に勇気をもって生きてほしいと思います。

それでは、私と一緒に叫んでみましょう。

I can do it. You can do it. We can do it. 

ありがとうございます。

☆翻訳：明治学院大学 社会学部 社会福祉学科 金 圓景 准教授

５２

韓国の本人からのメッセージ



❶ ソウル市江東認知症安心センターを利用している当事者（一人暮ら

し、ナム・チョルヨンさん）とその支援に携わっている市民後見人

の活動様子

(韓国のケーブルテレビ局「D-Live」放送）

https://www.youtube.com/watch?v=teh2M-kasqY

❷ 仁川広域認知症センターの啓発活動（認知症克服デイ）及び当事者

の始球式での様子

https://www.youtube.com/watch?v=Rn6rwH3rzYY

※ ❶❷ともに、韓国語の動画です。Youtubeの字幕翻訳機能等をご利用ください

参考動画

５３

https://www.youtube.com/watch?v=teh2M-kasqY
https://www.youtube.com/watch?v=Rn6rwH3rzYY


台湾の本人からのメッセージ

５４

私 ち 温  ご 心 寄  
     心  感謝      
  病気 私 ち    つ  
                
真（   ） 善（ぜん） 美（び） 
   愛   深 感じ    
      

蔡雅恵

みん   緒 頑張   ょ ！

蔡麗華

私 ち  お伝           ！



５５

    仲間 ち 
みん   緒 頑張   ょ ！

陳朝勳

自分 不     ろ 
許   リラ  ス   ょ  

毎  笑顔 楽  過ご       

申佳祥

自分    大切        
自分 心 正直     

  大        お元気  

劉芋彤

 安 喜び 祈    

施銘鈕
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第２部 トークセッション

■ 当事者参画を拡充していくために必要なことは何か？

 ～ 当事者同士の国際ネットワークへの期待も含めて ～

■ アジアの本人からのメッセージ紹介

■ フロアからリレーメッセージ：当事者参画や当事者の

つながりの大切さ等

５７



■ 当事者参画を拡充していくために必要なことは何か？

～ 当事者同士の国際ネットワークへの期待も含めて ～

 ○ ケイト・スワファー ( オーストラリア在住、国際認知症同盟 共同設立者 )

 ○ 丹野 智文 (宮城県仙台市、認知症本人大使「希望大使」、みやぎ認知症応援大使)

 ○ 藤田 和子 (鳥取県鳥取市、認知症本人大使「希望大使」、鳥取市認知症本人大使「希望大使」) 

 ○ 山中 しのぶ(高知県南国市、高知家希望大使)

■ アジアの本人からのメッセージの紹介

■ フロアからリレーメッセージ：当事者参画や当事者のつながりの大切さ等

 ○ 春原 治子 (長野県上田市、認知症本人大使「希望大使」)

 ○ 戸上 守  (大分県豊後大野市、認知症本人大使「希望大使」、大分県希望大使)

 ○ 福田 人志 （長崎県佐世保市、県内外で当事者活動）

 ○ 平 みき （茨城県石岡市、県内外で当事者活動)

 ○ 片桐 亨  (北海道恵庭市、市内外で当事者活動）

 ○ 神原 繁行 （秋田県横手市、あきたオレンジ大使）

 ○ 柿下 秋男 （東京都品川区、認知症本人大使「希望大使」）

５８



丹野 智文さん
宮城県仙台市在住

あゆみ
• ネッツトヨタ仙台の営業職として活躍中の2013年３９歳の時、若年性アルツハイマー型認知症と診断さ

れる。

• 診断後、認知症について落ち込むような情報ばかり。

先が見えなかった時、明るく元気な本人に出会い、自分も元気になって、他の本人を勇気を与えるように

なりたいと思った。

• 営業職から事務職に異動し勤務を続け、認知症とともに良く生きることの社会的理解を広める活動が仕事

になっている

• 2014年 日本認知症ワーキンググループに加わる。

• 2015年 認知症本人による相談窓口「おれんじドア」スタート。

• 2019年 認知症当時者ネットワークみやぎ設立。

• 2020年 全国版希望大使、2024年みやぎ認知症応援大使就任

⚫  お んじ ア 代 

⚫   社団法       ネ ト ー みやぎ 代 

⚫   社団法  本   本  ーキ    ー 副代   

⚫  国版  大使 みやぎ   応援大使

チャレンジ
◼ 県内、そして国内各地に出向いて、その土地の人たちと交流しながら、

認知症になっても、笑顔で暮らし続けられることを伝え続けている。

◼ 「今悩んでいる本人」のところに会いに行き、その一人が元気になる

ことの応援を続けている。

◼ 宮城で本人同士が月1回集まって本音で話し合う集まりを続けている。

その中から、講演をするよになったり、ピアサポーターとして活躍する

仲間がどんどん増えている。

◼ 自身の実話をもとにした映画「オレンジ・ランプ」の製作に関わる。

各地で自主上映が継続・拡大中。

◼ スコットランド、オーストラリア、そして近年は、アジアの認知症本人

との交流を自主的に続けている。

◆ 認知症になってからも、実際に笑顔で暮らせる。家族も社会も、そして本人も、

古い常識の殻を破って、認知症とともに自分らしく笑顔で暮らせるという

新しい認知症観への転換を早く！

◆ 毎日、全国各地の本人から連絡や相談が入る。

社会全体を変えるなんて大きなことの前に、まずは、その一人が

笑顔になるために、今、できることを、いっしょにやっていきたい。

  元宮城 活動             ん     仲間 ち 

た ん の ともふみ

薬、飲み忘れちゃって、
困ってるんです

携帯機能を
使ってみようよ！
今、いっしょに。

©     オ    ラ  製作委員  

 国    ん 仲間 製作協 力    

メッセージ

主なパートナー

５９



藤田 和子さん
鳥取県鳥取市在住

あゆみ
• 1961年 鳥取市生まれ

• 2007年 看護師として働いていた45歳の時、若年性アルツハイマー病と診断される。自ら退職。

• 2010年 地元の仲間とともに「若年性認知症問題にとりくむ会・クローバー」を立ち上げる。

• 2014年 「日本認知症ワーキンググループ」の設立に参画。

• 2017年 一般社団法人化し「日本認知症本人ワーキンググループ」に改名。代表理事

• 2020年 全国版希望大使、2021年鳥取市希望大使に就任

• 2024年  政府「関係者会議」メンバーとして基本計画策定に参画。

• 2024年  ヘルシーソサエティ賞（日本看護協会）受賞。

• 厚労省、経産省の研究事業等の委員。

⚫   社団法  本   本  ーキ    ー 代   

⚫  国版  大使

⚫ 鳥取市   大使 

チャレンジ

◼ 本人が発信しないと、わかってもらえない、暮らし

やすい社会にならないと痛切に実感、認知症の本人

としての思いと意見を伝え続けてきている。

◼ 一人でも多くの本人が声をあげ、一緒に社会よりよ

くしていく仲間が増えるようにと、地元の鳥取、そ

して全国で、活動を粘り強く続けてきている。

◼ 「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」

の成立後、政府の基本計画策定に委員として参画。

◼ 「新しい認知症観」の実感的理解をよびかけている。

◆ 認知症になってからも工夫を重ねチャレンジしてきたが、

そうした私を支えてくれる様々な人に感謝しています。

◆ 自分なりの道を歩む本人が増えていってほしいし、基本法がその後押しになると

思います。

◆ 認知症とむきあい、さまざまな工夫をしながら自分らしく暮らしている姿をみせ、

認知症を自分ごととして前向きに考える人を増やしていこう！

 JDWG    ー  務局   ー

 鳥取市     域支援推進員
「認知症になっても大丈夫な社会を、本人と一緒に創って行こう！」

 昔   友   現在公民館サロ   共 取  ん    元   ち

ふ じ た か ず こ

メッセージ

主なパートナー

政
府
の
基
本
計
画
策
定
に
、

仲
間
と
と
も
に
 
画

私
の
 
 
を
支
え
て
く
れ
る

夫
と
愛
犬
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山中 しのぶさん
高知県南国市在住

あゆみ
• 1977年 高知生まれ

• 2019年 携帯販売の営業職として15年間勤務していた2月、若年性アルツハイマー病と診断される。

• 2021年 ６月末に退社

• 愛する家族の存在が、大きな力となり、また、全国版希望大使の丹野智文さんの本「笑顔で生きる」との

出逢いによって笑顔で前を向いていくきっかけとなる。

• 2022年 ４月「一般社団法人セカンド・ストーリー」設立

 ７月「高知家希望大使」に就任

 10月「でいさぁびすはっぴぃ」を開所

• ～現在 県内外にとどまらず、国外へも活動の幅を広げ、本人としての思いを届けるだけでなく、有償

 ボランティア等様々な活動を行う。

⚫   社団法 セ    ストーリー 代   

⚫ 高 県若 性      家族 支援     

⚫ 高 家  大使

⚫   社団法  本   本  ーキ    ー  員

チャレンジ
◼ 誰もが孤独を感じない場所をつくりたい。そして、

住み慣れた地域で仲間たちと共に暮らしていく街を

つくりたいという強い思いを持ち、デイケアセン

ターを設立。地元の企業と協力し、有償ボランティ

ア活動などを行う。また、本人・家族が一緒に活動

するミーティングセンターを通じて、仲間の願いや

やりたいことを一緒に実現し続けている。

◼ 診断後、自身が感じてきたつらい思いを誰１人感じ

てほしくない、１人じゃないということを知っても

らいたいという思いから県内外での普及啓発活動や

ピアサポート活動等も積極的に行う。

私たちにとって本人同士の出会いは、前を向くきっかけになりますが、
本当に前を向いて生き続けていくためには、私たちが暮らす地域の力が必要です。
地域がつながり、一緒に活動していくことで、新しい発見や気づきが生まれます。
その一つ一つを積み重ねていくことで、地域全体の暮らしやすさにつながって
いくと思っています。

 家族 皆援隊（   ん  ）    ぁび   ぴぃ  緒 活動  仲間 ミー

テ   セ  ー 仲間

    疾患医療セ  ー（ アサポート活動） ス    若 性   支援 ー  

ネー ー   

「ご本人の言葉や視点は、私たちに気づきや現在の在り方について立ち返るきっかけを与え

てくれるだけでなく、「認知症」と向き合う（生きていく）方法を教えてくれます。」

やまなか

メッセージ

大好     ぁび   

ぴぃ 仲間 み ん 収穫

 お手伝 

主なパートナー

※世界ア     ー 間
2024ポス ー 写真 
起用     

みん   スキ（思 ） つ    RUN伴  ち2024 
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春原 治子さん
長野県上田市在住

あゆみ
• 2004年（60歳） 教職を定年退職後、民生児童委員を9年間務める。地元の地域づくりセミナー受講。

   特養や小学校、地域でボランティア活動を始める。

• 2013年（69歳） 地域づくりセミナーで認知症になっても、自分らしく暮らせることや前向きに生き 

   ている当事者を知る。

• 2014年（70歳） 地元自治会で高齢者の集いの場「エプロンの会」を立ち上げ、仲間と共にセミナー 

   での認知症についての学びを参加者に伝達たり、1人暮らし世帯の見守り、訪問活動 

   を始める。特養や包括、行政とも連携して活動を継続している。

• 2017年（73歳） アルツハイマー型認知症と診断される

• 2018年 豊殿地域の拠り所hinataboccoオレンジサロン 代表

• 2020年 全国版希望大使

• 2024年 政府の認知症施策推進基本計画の関係者会議に参画

⚫   社団法  本   本  ーキ    ー  員

⚫  国版  大使

⚫ オ   サロ Hinata bocco 代 

チャレンジ
◼ 認知症になる前から認知症への恐れや偏見をなくす

ことが、なった時、自分自身の一番の備えになる。

そのために、認知症になってもオープンにして自分

らしく暮らすことが出来る地域づくりの重要性を実

体験をもとに発信している。

◼ 認知症をオープンにして、地域の仲間と伸び伸びと

楽しく暮らせることを、本人、家族がhinata 

boccoで体感してもらい、新たな一歩が踏み出せる

よう後押ししている。

◆ 地域の皆さんへ

「新しい認知症観」のもとで本人とともに地域づくりを進めよう。

◆ 本人へ

老化も物忘れも自然の摂理、受け入れよう！

 そして、仲間とつながりながら、新たな体験を楽しもう。

◆家族へ

私達が仲間や地域とつながることを家族も応援して欲しい。

  域づ  セミ ー同窓    ー hinataboccoボラ テ ア  元支 
合 サロ    ー   ー  ひ 言

「地域で仲間と共に本人がどう生きているかを伝えていこう！」（神林芳久）

すのはら は る こ

メッセージ

主なパートナー

訪   医療 介  係  
       信

サロ hinata bocco 仲間 
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戸上 守さん
大分県豊後大野市在住

あゆみ
• 2016年、地方公務員の仕事をしていた56歳ごろから物忘れと体調不良があり、前頭側頭型認知症と診

断される。

• 診断後は落込み、1年ほど引きこもったが、大分市にある若年性認知症の人たちが力を活かしながら活躍

するデイサービスにつながったことで、「自分」を取り戻す。

• 2021年から、大分県希望大使。

• 2024年から、全国版希望大使。

⚫ 大分県 アサポート相談員

⚫ 大分県     大使

⚫  国版  大使

⚫   社団法  本   本  ーキ    ー   

チャレンジ

◼ 学生さんとのソフト―ボール

◼ 季節の野菜作り

◼ ピアサポート活動での仲間づくり

◼ 運送の仕事と新たな仕事への挑戦

◼ 散歩。卓球、釣り等で体力づくり

◼ スタジアムでの野球観戦

◆認知症は怖い病気ではない！一緒に頑張る仲間がいる！

◆一度は仕事を諦めたが、仕事に、挑戦したい！

◆失敗してもいいんだ！

地域社会がそんな環境に代わっていくと、また挑戦して、成功体験を。

自信が湧く。自信を取り戻すと、自分を取り戻せる。世界が広がる。

◆仕事の楽しさを伝えたい。

◆認知症になることは、自分にとって大事なことを見つめ、

自分らしく生きるチャンスでもある

   サー ス 社長／   介 指導  担  主任ケア ネ  ー
「戸上さんと一緒に旅をしています。良い日も悪い日も、笑ってます！」

 大分市    域支援推進員
「戸上さんと一緒に活動をするようになって、仕事が楽しくなりました！」

と う え まもる

メッセージ

失敗          姿 通   

リア  楽   信！

    医大  院  教授    ー 

野球 お互  普段見    情    ん！

主なパートナー
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福田 人志さん
長崎県佐世保市在住

あゆみ
• 1962年 山口県岩国市生まれ

• 2014年 調理師として働いていた51歳の時に、若年性アルツハイマー型認知症と診断される。

 自ら退職。パートナーや、周りの人の変わらぬ支えを受け、生きる希望を見いだす。

• 2015年 パートナーらと共に、「認知症サポート壱行の会」を立ち上げる。

 （県内外で交流活動を続けている）

• 2016年 地元の仲間と共に、「カフェ峠の茶屋」を毎月開催

• 2018年 一般社団法人日本認知症本人ワーキンググループに入会

• 2021年より2023年まで、長崎県認知症希望大使を務めた

• 2025年 厚生労働省の研究事業等の委員

⚫   社団法  本   本  ーキ    ー   

⚫    サポート 壱行  

チャレンジ

◼ 私たち本人が地域で一歩踏み出すことが、長崎県の一歩となり、
やがて全国へ繫がれば、皆で住み良い環境へと変えていける。

そんな思いで、活動の原点と考えるのは本人と出会い、共有し、
家族や様々な人の声も聴いて、より良い地域に変えることだと
思っている。

◼ JDWGの皆とこれからも一緒に活動を続けながら、私たちが
自分らしく、生きていくために、具体的な未来構造を皆で考え
て実現していきたい。コミュニケーションが難しくなっても、
安心して散歩ができる町づくりを目指して。

◆ JDWGの仲間や各地域で暮らす本人は、たくさんの可能性を持っている。
本人ミーティングやオレンジカフェ、地域の交流会で本人と共に話し合わ
れたことを無駄にせずに、結果として形にすることが何より大切だ。

◆ そのためには、話をしやすい場所を本人に選んで決めてもらうことが、
コミュニケーションづくりの第一歩になる。

 JDWG    ー  務局   ー

    サポート壱行      ー
（佐世保 峠 茶屋 水戸市 峠 茶屋   ち）

「地域は離れていても、福田さんのご支援を頂き水戸の峠の茶屋は、毎月元気
に開店しています。」

 佐世保市     域支援推進員  域包括支援セ  ー   

ふ く だ ひ と し

 元     相談  

主なパートナー

メッセージ
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平 みきさん
茨城県石岡市在住

あゆみ

• 1958年 茨城県生まれ

• 52歳の時、レビー小体型認知症と診断される。

• 主治医との出会いで認知症に前向きな生活が始まった。

• 認知症介護者の仲間との出会いで、2015年「ともに歩む認知症の会•茨城」の設立に参画。

• 2017年 NPO法人化。理事就任。

• 日本認知症本人ワーキンググループとの出会い。

• レビー小体型認知症サポートネットワーク顧問。

• 各地での講演活動を行う。

⚫ NPO法    歩む      茨城   

⚫   ー小 型   サポートネ ト ー 顧問

⚫   社団法  本   本  ーキ    ー  員

チャレンジ

◼ 認知症、特にレビー小体型認知

症の理解について、本人の立場

から症状や気持ちなどを主催の

認知症カフェや全国講演などで

発信している。

◼ ヘルプマーク•ヘルプカードの

周知活動を精力的に行っており、

実際に携帯し日本各地への一人

旅（城好き）やコンサートなど、

今まで経験してこなかったこと

を楽しんでいる。

◆ 認知症は怖くない。

◆ 自分の弱さや出来ないことを認めてSOSを発する勇気、感謝の気持ち、

言葉が言えたら楽しんで生きていけると思います。

 NPO法    歩む     •茨城   ー

   ー小 型   サポートネ ト ー    ー
  「いつも前向きな言葉に私たちも元気をもらっています。」
   NPO法    歩む     •茨城 代 澁谷 子

たいら

NPO   ー 本 向     
 ェ活動 様子 昼食作 やお ゃ
べ 交流  行     

NPO法    歩む     •茨城主 
    怖   講  （2023 11 1 茨城 聞掲載）

主なパートナー

メッセージ
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片桐 亨さん
北海道恵庭市在住

あゆみ

• 2023年 教員をしていた58歳ごろ、某大学入試問題が解けなくなり、同僚の勧めで受
診。若年性アルツハイマー型認知症と診断される。

• 診断後はインターネットで「認知症」を検索。ネガティブな情報ばかり目に入り、
ふさぎ込む生活を送っていたが、ウォーキングや他者交流が進行予防につながることを
知り、家族会やウォーキングの会、ヨガ教室などに参加。認知症のなったことで新たな
楽しみを見つける。

⚫ 恵庭市     信活動 啓  普及役   活動 

チャレンジ
■ 新たな趣味・関わり

 ・ウォーキング、ヨガ教室
 ・認知症の家族の会
 ・当事者同士の交流会

■ 取り組み
 ・認知症サポーター養成講座

   （看護学科）
 ・英語の読み聞かせ会
 ・子ども食堂、学習支援の先生
 ・認知症カフェのスタッフ

■ やりたいこと
 ・子どもたちに英語を教えたい

◆ 認知症になったことで、生きていることが当たり前ではないこと、この年まで生きて

いること自体ありがたいことなのだと分かった。「万事に感謝せよ」という言葉を胸

に今生活しています。

◆ 「認知症」は知っていたが、正しい知識を持っていなかった。

若い世代から正しい知識を持つ必要がある思う。自分の経験を糧に、

教育現場から認知症を学べる機会を作っていきたい。

◆ 認知症になってもやりたいことがたくさんあります。

これからも夢を持っていきたいと思います。

 奥宮 啓（恵庭市     域支援推進員  域包括支援セ  ー）
「片桐さんと活動していると、やるべきことがたくさんあることを実感できます。
これからも片桐さんの活動や夢を応援(一緒に)していきたいと思っていますので、
よろしくお願いします。」

かたぎり とおる

図書館  英語 読み聞      

子  ちやALT  交流 楽 む 看 大学     サポー ー養成講座  緊

張   言      授業 慣       

    話        

メッセージ

主なパートナー
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神原 繁行さん
秋田県横手市在住

⚫  域版  大使    オ   大使 

チャレンジ

◼ 周りの仲間たちに助けてもらいながら、
1人と1匹の今までと変わらない暮らしを
継続していきたい。

◼ 市内の認知症カフェから派生し、
本人ミーティングをプレ開催中。

◼ 「井の中の蛙大海を知らず」であってはな
らない、仕事や啓発活動、何事にも日々楽

しみながら挑戦中。

◆ 認知症は恥ずかしい病気ではない。精神科医療に長年携わり、
精神障害を抱える患者さんにそう伝え続けてきた。
それは当事者となった今も変わらない。

◆ 「ケセ・ラ・セラ」、今を楽しく生きていきたい

 横手興 病院 職場仲間

 横手市  ご 福祉課    ー     域推進員    ー

 数十 来 友 

 町内  仲間   

「自分の人生を生きる事」を学ばせていただいています。」

かんばら しげゆき

青春！？
2024.9    間   ト
 横手城 オ   ラ トア   

あゆみ
• 1962年 秋田県横手市生まれ。

• 2022年 現在も勤務している精神科病院で看護部長として働いていた58歳の時、若年性アルツ
  ハイマー病と診断される。
  役職は退いたが、リハビリ部門へ異動しフルタイムで勤務。
  看護師としての対人技能を活かしたリハビリ業務、横手市と共に認知症に関しての啓

  発活動を行っている。

• 2024年  地域版希望大使「あきたオレンジ大使」を秋田県より委嘱。
  依頼はなるべく断らないことがモットー。当事者の声を届けている。

主なパートナー

メッセージ
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柿下 秋男さん
東京都品川区在住

あゆみ
• 1953年 静岡県出身。大学時代、ボート競技のコックス。1973年 モントリオールオリンピック出場。

• 東京都中央卸売市場大田市場で40年勤務。

• 2014年（61歳）頃「なんとなくおかしい？」

• ボート仲間の勧めで受診。MCI(軽度認知障害)と診断。2016年退職。

• デイケアと若年性認知症対応デイサービスに通い始める。

• 丹野さん、藤田さんらに出会う。笑顔で明るい！同じ障害の仲間を応援しようと使命感を持って活動して

いる姿に触れて元気が湧く。自分も何かしたい。

• 2020年 全国版希望大使に就任。

• みんなの談義所しながわ、ミーティングセンターめだかの会、本人ミーティングの仲間とともに、明るく

元気に活動を続けている。

⚫  みん  談 所        ー

⚫  国版  大使

⚫   社団法  本   本  ーキ    ー  員

チャレンジ
◼ 自分が楽しいことをやっていると脳がよろこぶ！

元気になれる！

◼ いっしょに走ったり、野球をしたり、お祭りや行事、

働く場づくりにも、企画から参加してやってみる。

◼ 希望の道をつなごう！

⇒2021年東京オリンピックで聖火ランナーに。

◼ 発症してから絵を描き始め、一昨年個展を行った。

◼ まだまだできることがある！自分が感じていることを、

全国各地で伝え続けている。

◼ 当事者の働く場、居場所、ピアサポートの場を作ろう

と新たなチャレンジ。みんなでワイワイ楽しく！

◆ 病気になったからこそ感じたこと、経験したことがある。

そのことを発信することに意味があると思う。

◆ 最初から富士山登山は無理。まずは近場の山から。

ワンステップができたら、またワンステップ。自信になる。感性は伸び続ける！

◆ 心から笑える楽しい仲間を、身近なまちで、 一人、また一人と、

いっしょに増やしていこう。

 みん  談 所     ミーテ   セ  ー      
脳活性アートARTMaN           活        
してあげる、してもらうを超えた関係

 「今をいきいきと自分らしく生きる。私も一緒に楽しみながら」（柿下房代）

かきした あ き お

メッセージ

主なパートナー

ラ
ン
伴
し
な
が
わ

復
活
！

仲
間
と
走
る
と
笑
顔
も
光
る

「手
が
勝
手
に
動
く
！
」
 
 
の
 
間

６８



６９

～希望のリレー あなたのメッセージ～
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◆ 「共生社会の実現を推進するための認知症基本法
（概要版）」

◆ 「認知症施策推進基本計画」（概要版）

◆ 認知症とともに生きる希望宣言

７１

参考資料
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令和５ 法律第65号
令和５ 6 14 成立 

同 16 公布
令和6 1 1 施行
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http://www.jdwg.org/statement/
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2025年２月14日

社会福祉法人浴風会 認知症介護研究・研修東京センター

国内外の認知症当事者がバトンをつなぐ

希望のリレー 国際フォーラム 2025

～認知症当事者の声とチカラ、つながりを活かして、共生社会の推進を～

令和6年度厚生労働省老人保健事業推進費等補助金

「共生社会の推進のための認知症の本人参画に関する国際ネットワーク構築に向けた調査研究」
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